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渡島半島日本海沿岸における海生日甫乳類 特に鰭脚類の出現と漁業被害

小林 由美1)・候野真奈美1)・後藤 陽子2)・服部 葉3)・桜井 泰愚1)

(2011年9月2日受付 2011 年 10)'J12 [1受巡り

The Occurrence of Pinnipeds and Fishery Conflict records 

in the Oshima Peninsula， Hokkaido， Sea of Japan 

Yumi KOJlAYASHI
1
)， Manami JON01¥ Yoko GOT02)， Kaoru HAnoRI3) and Yasunori SAKURAl1) 

Abstract 

To exallline the distribution 01' Stellcr sca lions ElIIl/elopiピ川jllOOlllSand othcr Illarine l1lallllllals and their il1lpact on coastal 

fisheries (destruction of日shinggeat. and decreased fish catches) in thc lVestern Oshil1l日 peninslIla.Hokkaido. .Iapan. a qllcstion 

nalrc sllrvcy、、ascarried Ollt‘and a collection 01' photogl日phicrecords and analyscs 01' by-catch and stranding salllplcs obtained 

Febrllary-May. 2008 lVas gcncratcd. Therc arc cleven sl1lall halll-ollt sitcs I'or Steller sea lions observed along the coast 01' thc 

Sea of .Iapan. Seven by写catchand stranding records 01' Stellcr sea lions 3nd ト~011hcrn fur scals Ca/!orhil7l1s IIl:¥"il111S IVcre 

obtained， and llVO salllplcs wcrc collectcd. It has been suggested th日tIllarinc lllullllllul-fishely conAict involving Steller seu 

lions und Nol1helll fllr seals reslllts in dal1lag巴tofishing geur 01' dccrc日scdfish catches in this area 

Key words: Steller sea lion， Marinc Illullllllul‘Oshil1la I'eninsula、FishclYdalllage. sy-catch司 Strandingrccord， N0I1hern ti.1I 

seal 

緒 E

アシカ利最大の舵て、あるトド Et川lelOpiasjllball/.‘、は 北

海道('fJJギーから千島列島アリユーシャンljlJ鳥.アラスカiぢ

およびカ リフ万ルニア沿岸ーにわたる :1ヒ大、ドド下 i(}i~:J或に jよ

く ~I 息する (King， 1983)。本極は 1980 il~代末 までの 30

ir.ll¥lで急激に個体数が減少したことから (Lollghlinet al‘ 

1992)。世界的にはいまだ似校対象在!として認識されてい

るが(Gclattand Lowly， 2008). -1'島ヂIJ鳥。 オホーツ クU正北

部およびサハリンの繁殖場の仙体数は 1990年代初頭以

降に増加傾向にある (BlIrkanovandLOllghlin， 2005)。オホー

ツク淘に生息する卜ドは 毎年 5-7月|旬の繁殖H1-Jを千
島列島やオホーツク淘北部 サハリンの~~~W[J揚およびそ

の周辺の t陸場で過ごし 冬季にはその一部が北海道沿

岸に来遊する (Td&WJ・午111:1:1. 1999: Hattori et aし2009)。来
遊j或は， 1960年代までは:1ヒi1ij道I(-NIT-の全J攻で、あったが，

1980年代以降の分布は 日本ilu沿岸j或に集1:1.1している (1Li 

!こ11. 1982; 1M古1¥. 2008)。
北海道P}~部に位置する波烏半島 ptl 古I\dlj 域では. トドが

1920年代まで奥尻島に数十頭来遊していたという記録ャ

11北海道大学大学院7l<.ile科学15L予iiW'-1工虫学術J!主

(111 1 : 1:1 ら • 1982). 1932 :f 1ニ 頃まで a:i\~:III'j付近の岩般に 1 ~2

IiJtが来遊していたとの知特がある (111rl:J. 1982)。 また

1980年代に行なわれた漁業協同組介(以下 漁協)を1'1"心

としたアンケー ト調査では 冬季にトド -キタオットセ

イ Ca//orhil1l1sIII古川IIS(以下 オットセイ)・ア ザラシ鎖

Phocidaeが来遊するとの訓告がある (河村. 1986)。 近年，

~i何 j或において漁業者によるトドの目撃情報がI12力11 し
出獲物の食害や制i政断などの漁業被誌が深刻化している

との情報がある(北海道新聞、 1998; 北 ìjI)~道新聞. 2006)。

戸I!!Iまilij:1I吹を越えた背森県においても。 トドの 1=1 1~~情報

(Hosino ct a1.. 2006) やトドの採食による iN.佐物のti:i~l~'・や枠1
1刷新といった漁業1攻告がけ1ft';.されている(月|詰1¥. 2008)。 し

かし 当海域における最近の渇止トー11m乳類の来遊Hfや~!::遊
j或.および来遊H告別や漁業被告・についての包括的な瓶十々

はない。

そこで本/1)1究では守 ii支島半島の凶部海域におけるトド

を1.1.1心としたi停止11m乳類の米遊fiffや分布とその変化 お

よびjfi位と漁業被告ーの有無を明らかにすることをド11'10と

した。

(LaboratolY of Marine Ecology. Gradllatc School of Fisheries Scicnccs. Hokkaido University) 
21北海道立総合研究機構水産問先本日li稚|人j水産試験助

(Hokkaido Research Organization. Fisherics Rescarch Depal1l1lent Wakkan日iFishcrics Rcsearch Institute) 
引独立行政法人水産総合fiJf1'tセンタ :1ヒiiij道|ヌー水産研究所

(Hokkaido National F凶cricsRcsearch lnstitllte‘Fishcries RcぬarchAgenc)う
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材料と方法

部l査は。北海道Tギj部.渡島半島のH木海側に位置する

八雲町 乙部111] 江差町守上ノ国IIIT.松而jlIlT. および福

島111]にて (Fig.1). 2008 if 2月 13日から 5月 10日に行なっ
た。

1. 聞き取り調査

聞き取り調査は，各町役場.ifIl，i窃・水産技術普及指導
所の担当者 および、周辺拘域で刺網・定iik{'綱・底yill網漁

を営む漁業者の百十30~ろを対象とし間部i. または電話 にて句

ト数分から最大 1U寺間程度討を聞く形式と した。聞き取

り項目は.1) トドおよび他の海生Ilrli乳類の目撃情報‘ 2)漁

業被害の有無とその内容守 3)現在行なっている漁業被三i3:

対策とした。

2. 海生日甫乳類の上陸や漁業被害に関する写真の収集

!iij生|昨j乳類のJ¥|住や漁業被害に|立jする過去の情報を得
るために. lii'JきI[Y.り犬、j象者から i'nj: ~I:.llm乳類の上|佳とì.(~\

業被符 (食符を受けた漁獲物やìi~， J~破損)に関する写民を

収集した。 また 耐l在期間1.1.1に，これらのi情報が寄せら

れた際には.調査員が現地に赴いて写真損影を行なった。

3. 混獲・死亡漂着に関する情報収集および試料回収・分

析

制査期[Mi1.1:1.聞き取り対象者ーから 泌よj:J111i乳知のjji獲・

死亡漂若(ストランデイング)に関する情干[;，を収集した。

情報が寄せられたlrには. f;1，\J j'E員が可能な IU~ り現地に赴

色頭部および宵を採取した。採取した試料は。 1り|究室

Fig. 1. The study area involves the towns 01' Yakumo‘Otobe‘ 

Esashi‘Kamino-kuni， Matsumae，白ndFukushima along 

the coast of the Sea 01' Japan‘ in lh児巴 we白st民悶E引1110S叶hi日1mapen 1 
l日l

perform an日ly11川l日lVCS引仙ligationbut obtaine 【dinti、0111羽11at101日1about 

Stelle1印rsea lions and other marine mammals ti'om a ques-

lionna1rc survey. 

に持ち1帯って分析した。

試料分析

1. 年齢査定

年齢査定には.頭骨から抜歯した右 l顎の犬歯を用い守

八谷・大泰司 (1994)の方法に準じて切片を作成した。象

牙蛍およびセメント質に l年に l本形成される成長線の

透明j曹と不透明庖 を司令数することで。年命令を推定し

た (Sche佐r，1950 :八谷 ・大泰司 1994)

2. 胃内容物分析

胃標本は守間内容物を含む全重量を 0，1g単位まで測定

し内容物を 10%中性ホルマリンにて固定した。また。

宵全体重量から胃壁霊長を除いた備を肖内容物重量ーとし

た。問|人l谷物は 81ll1ll. 4 1ll1ll.および 1111111 メ ッ シュの III~[

に]Iねた飾をJl-Jいて流水にて洗均し残泌を除去 したi盟
主量を測定した。ifffjに残った|人j谷物をti耳生物ごとに分類

し 各々の出!重量を0.1g qi位まで、測定するとともに 可
能なものについては，原準体長または外袋長を 1111111 i.i"位

までiWJ定した。

開内容物中から分類した魚類およびNJUl'.知の硬質部分

は. 50%イソプロピルアルコール1:["に|古17iz-保存 した後句
許制JIな種有定および計数を行なった。(iiJ.i質部分からのT1Tl

査定には稚内水産試験場所政のリファレンスコレクショ

ンを) I=J い頭jl矧のタト古I)Jl:;!i~からの種査定は夢さ谷ら (1986)

にしたカfった。

結果と考察

1. 聞き取り調査

IIIT・iiI，l，I窃・水産技術普及指導所の担当者.および漁業
者への聞き取りで得 られた トドおよび他のiiij':l::IlrIi乳類
の目撃状況を Tab1e1にまとめた。

トドおよびその他の海生噛乳類の目撃状況

トド‘の来遊に関する情=出は 聞き取り者全員から得ら

れた。大多数の漁業者は トドは平成 10年 (1998年)頃

から地域住民に頻繁に 目撃されるようになり それ以降.

目撃数は年々噌加傾向にあると 認識 していた。来遊期間

は年々:長期化しているとのことで. 12月から翌年の 3-5

月 頃まで目撃情報があった。 トドの I~ 陸場所についての

情報は. 日本海1H1Jの八雲IIITから福島町にかけて. 11 箇所

について得られた (Tab1e2ぅ Fig.2)。上陸悩体数は.それ

ぞれ 1-8頭とのことであった。具体的には 八雲町と乙

部IU]との境界;J(域守立待岬付近の岩礁帯に数頭 江差町

のヨシ島にテ6頭. 1~lt島に 1-2N良守上ノ凶町と松前町の境

界水域.小砂子(FI方泊111111付近)の岩礁桔;に 7-8N且松前

1Il]のノリ鳥および、六十石の岩機布;に 5-6頭.福島11I]の白

ネrI111r1j1に 1-2TI.il 矢越 I Ir~J(，こ5-6頭句そして渡島大島と小島に

それぞれ 7-8顕守 6-7j'ij'[との情汁iが伴られたc さらに.奥
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料に白書l脚類の 11'，現と漁業被~~:小林らー政均二1:'1i.~ 日 本海沿岸における H'HI '. um才UJL

Olltline ofthe sightings of1l1arine ll1all1ll1als along the coast ofthe Sca ofJapan‘日1the western Oshilll日peninslIla，Hokkaido， Japan， 
based on a qllestionnaire Sllrvey 

丁目ble1 

Steller sea lion 

Dolphin Whale Seal FlIr seal Trend 01' sighting 
ti'eqllency 

stranding 

/Y' 

NlIlllber 01' 
halll-ollt sites 

Area (town) 

Season 

(since ear-1990s) 
1-2 Yaklll110 

rnre 
↑ 

(since lllid-1990s) 
1-2 2 Apri卜MayEsashi 

Kalllino-kllni 

rarc 
↑ 

(since lllid-1990s) 
1-2 Dccelllber-May Matslllll日C

2 FlIkllshillla 

フOkllshiri Island 

(since em・1990s) 
Oshillla-Ohshillla 

↑ 

(sincc car-1990s) 
Oshillla-Koj illla 

NOlihclll fllr scal Fllr seal no infonmllion， Blank space ↑: increasc oftrend ofsighting ti'eqllency 

Olltline ofthe sl11all eleven Stellcr sca lion's halll Ollt sites as obtained ti'olll a qllestionnaire 

sllrvey along the coast 01' the Sea 01' Japan.日1eastelll Oshillla peninsllla， Hokkaido. Japan 

丁目ble2 

No， 01' sea lion's hallled Ollt 

To-do Island 

Cape Aonae 

Cape Tachilllachi 

Yoshi Island 

Kalllolllc Island 

Chi-isago (C日peHikat日dOIll日ri)

Nori Island lTashokaraishi 

Oshillla-Ohshillla Island 

Oshillla-K句il1laIsland 

Cape Shirakallli 

Cape Yagoshi 

lInknown 

lInknown 

SOllle individll日Is

5・6

1・2

7-8 

5・6

7・8

6-7 

1・2

5-6 

Locallolゾ

①

②

③

④

⑤

①

⑦

③

⑦

⑪

⑪

 

Site 

No inturlllation regarding the nlllllber ofSteller se日lion's hallled Ollt Unknowl1 ネReferin Fig， 2 

ら5月頃にカマイルカ Lagel101カ¥'I1chllSob1iqllidel1sの来遊が

あり近年目撃数は:l¥"i加傾向であるとの情報が多かった。

加えて守 l年から数年に l度{:'(度，シャチ Orci17l1S01ω が

現れるとの情報もあった。

漁業被害

i漁(何q業被害としては 卜ドとオツトセイによる小定置i枠網t剥! 
刺綱の破断によるi漁魚獲物およびび、i:派漁H魚f(i.具の修tポ繕:善5にカか、かるi仰!戸主

の短t縮i市hによる操業機会の損失 i日漁1将魚申1‘獲物の損傷傷一. およびび、;操染
業仁咋中|ドい:コlのi漁魚制両船白に接近して， 漁網から漁獲物を採食されるこ

とが報告された。また，ìiQ~~I:. IIMl乳類が操業 IRj]1，(周辺にさj:

思していることで、漁業資源が減少すると懸念する漁業者

一一 77-ー

尻島のトド島 と 青苗 1 11 1f11~J 近の岩礁についても目撃情報が

得られたが句 JZイ本的な上陸11~1イ'~;:数は不明であった。

トド以外のi1fJ:生11m乳類については オ yトセイの来遊
頭数が近年増加しているとの聞き取り情報が漁業者から

多数得らhた。それらによると“オットセイは.10・M月

から翌年の 5月頃まで引ilJ網漁等の操業1:1:1に|司撃され.来

遊時期は!<j三々 長期化している とのことであった。他の

時脚類については種不明アザラシ鎖がまれに刺網や小

定置網に混獲されることがあるが.洋上での目撃情報は

ほとんどない'とのことであった。鯨類については。ツ

チクジラ Berardillsbai!， 
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北大 /J( i，正当t

Fig.2. Mal】ofthe Stellcr sea lion‘s Ilaul out sitcs司 observcd
ll1arine lllalllll1als， ll1arine Illallllllal-fisllery conflict 

records‘b、}
01' otll巴1'111η1anl川nc1日11<'日¥111111η1alsalOl円1呂tllecoast of tlle Sca of 

la日，1pan‘intlle westcrn Oshil1la pcninsula， Hokkaido， 
Japan. Reter in古lble2司3.4

が多かった。小定fill:fli'J . ~ilJ *1fJの1政|析については 漁業者

の多く は. 1 ll1程度大きく彼られる被害はトドによるもの

で句数-1-'CIl1程度の綱被害はオットセイによるものと認識

しているようであった。ただし実際にはトドの肖1'1コか

らも数十 CIl1以 トーの漁網の小破片が見つかっていることか

ら‘ .TF.確な識別はできていない (後藤ら.4叫im中)。
漁業被害対策と課題

これまで;;，(it業者自身が行なってき た的業被手?対策とし

て'I，(i1.Jkhでラジオやシ ャチの声を流す"に.黄色い耳liを漁場
にかかげる花火 .Jl;':背玉で驚かせることで追い払いを

試みる， といったことが報告 された。しかし“これらは

全く効来がみられない.あるいは数l二|から l週間税!支で、

効果がなくなって しまう とのことで.日常的かつ恒'市

的に実施されている例は見られなかった。北海道沿岸岐

におけるトドの漁業被告対策としては. これまでに漁場

およ び上限Jj日ーからのトドの追い払いを1=1(10とした背淡を

利附した忌避効栄試験が行なわれてきたが (Akall1atsuet 

aL， 1996). 11;111致や忌避装置の設慌の|副主Itさや費用の面から.

十分な忌避効果が得られていないのがJJiAf:で・ある(服部
2008)。その他(こ H浸漬11寺聞を減らすことで 被害を受ける

前 に;.Y.t ~1J1する ことを行なっ ているが。 労力を考えると収

量憎力uにつながっているかは不明. といった報fきもあっ
た。これらのことから.行政担当者.;.(~，業者の多くは.

即効性のある漁業被害対策と して、銃器を利用したトド

の追い払い ・!W除に期待していた。 しかし .I~I~I(J~船が個

体になかなか接近できなし，'.";;kぐト ドを動く船から駿て
るハンターが数少なく.かつハンターの高齢化が進んて、

いるため.駆除は容易ではない. といった問題点が報告

された。また トドの駆除が漁業被害軽減に もたらす効

果の兵付、(I()な算山はなさ れていな いこ とから(服部。

2008). "まずは駆除の効果を試算したよ.で他の被干上・対鉱

W 61(2/3).2011 

もあわせて トト‘と沿岸漁業との共存のための方策を般

討すべき"との意見もあった。

i似只被害を軽減するために.匡|や道で、は漁具の改良・
笑証試験を:iEめている。判に.強度の強い繊維をnJし、た
強化刺網はトドによって破られにくく.刺綱敷設l↓lのト

ドによる破網を軽減させる効果があると指摘されている

(服部 2008)。 しかし本聞き取り調査で、はJ強化綱は重

いために扱いづらい・そ して“高額である との迎i生lで¥

ほとんど利刑されていなかった。強化網の普及は 今後

の検討課題である。

さらに.漁業者からは 現在町漁業被告.に関する情報は

漁業者-から7有111]村支JT. そして北淘道へと集約されて

いるが.被告.畳一の定量化が岡難であることから. 実際の

被筈傾は算定できなしゾー との;志児が多く笥せられた。そ

の理HHー!としてJ漁獲量は勾一日興なるため。 網1破抜則IJ断*羽折巴J“Jrによる
;，1漁:，({I魚({I.~獲菱f量量μj込ムみを とどεのように7報長告告， して良しい、かわカか、らない

''1;白'1;句J具司引f被t佼主筈lは土‘ 漁業者が船 1'.等や|綾上に :f~1二ち帰って I~I 分達

で修繕するために修純資JrJ肉体は少傾であるが，修繕lヤ

の操業機会の損失が大きい-J-if在来資 iJh1•の減少や卜ド等が

漁場へ抜近することによる魚群の散迎について被害の

有:1!IT，や被手，.量が不明である" といったこ とが挙げられた。

2. トドおよび他の海生晴乳類の上陸や漁業被害に関する

写真の収集

卜ドおよび他の淘生IIf1j乳類の上陸や漁業被害に|共lする

与立の収集状況を Table3に示す。聞き取り対象者から担

供された~:J主が 8fI:. 'IMI:!.が寄せられたl訟にmM3ま民が現
地に赴いて写真1îl~影を行な っ たfYlJが 2 件で.計 101!1 の:写

真 が収集された。収集された写真の代表 1'1')な例を

Fig. 3，4，5に示す。 トドおよびオ y トセイが岩礁;;iiや海岸

に」今陸している仔肋ワ件(うち 2件は衰弱したオットセイ

の 1'.1佳‘ Fig.3) 操業 ':1コにi1JF:I::.llf前u況がì.í(tj~Jj周辺で;ì，((t~蔓物

を:t;1C食している作IJj){4 {斗(うち 31e¥ーはオットセイ Fig.4)白

そしてi.f(I.Jれ皮JFiの記録が31elニであった (Fig.5)。収集され
た:与:r~のう ち. 最も ï1íぃ jHl}~~.~ 日は 200 1 ifの4月であった

(Table 2. Photo ID 2)~ 

損傷を受けた漁獲物の写真は.全く収集できなかった。

これらは.売り物にならないために漁業者が海上ーで、ただ

ちに投築するこ とが多く ，写真として残されに くいと推

測される。写真を得るためには. 漁業者に投棄前の:fi計三

を依頼したか誹l査員が操業に同行する必要があるだろ

っ。

3. 混獲・死亡漂着の情報収集と標本回収

調査期間中に収集した当地域におけるト ドおよ び他の

海生Ilr IHl~j'!の混獲 ・ 死亡諜着情報を Table 4に示す。具体

的には トドの混縫が2宇1'. トドの死亡漂着が41'1¥そ
してオットセイの死亡漂着が 11tlーの剖 7件であ り. この
うち 2件について年齢査定のための頭部回収を. 1 i*につ
いて食性Wío析のための胃標本巨|収を行なった 。 鯨~J，!の出
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Table 3CollECt10110fphotosla131150fobSEWEd mall11Emammalsalkimammal-RE11ElyconnICt lECOIdS PIDV1dEd by the pllblIC omce and local 
日shelll1en・ Informationincllldes photo 10， place (town nal11e)ーdateoftaking tlrphotoglaph，CEltegDIyofphoto-species，SEX-agE 
c1ass， contents pertaining to日sheryconJiict and the photographer's name 

Location本 Oate 
Categolyof 
photo 

Species Sex ~ge ex 
Class Contents PhotogI百pher

bottol11 fisl1ing Fishem1an 
net (Mr. Katshllhiro Nakae) 

small fixed shore 
Esashi town net 

れlnningfishing Fishell11an 
boat. fed fishes (Mr. Katshllhiro Nak日e)

rllnning fishing Fishem1an 
boat. fed fishes (Mr. Katshllhiro Nakae) 

landing 
Esashi town (wilting) 

!ed on白shes Fishel111an 
callght in gill net (Mr. Tabata) 

landing Yakll1110 agliclIltllre 
COl11l11lttee (willing) 
(Mr. Shinich Narita) 

landing Researcher 

bottom 
Researcher 

set net 

fed on日shes Fishelll1an 
callght in gillnet (Mr. KOllyo Yshida) 

Pho(o 
Place 

10 

Era， 
Matslll11ae 

つ Ka1110111e Island， 
Esashi 

3 Era， Matsllmae 

4 Era， Matsllmae 

5 
Kamol11e Island， 
Esashi 

6 Otobe 

7 
Klll11aishi， 
Yakll1110 

8 
Chi-isago‘ 
Esashi 

り
Yoshino‘ 
FlIkllshima 

10 
Mogusa， 
Matsumae 

V 
22.1l11y 

observed fllr seal U SA 
2007 

Oecembel 
2007obSEWEd E111d fu l U A Vl 日shervdama!le lur sea (date lInknown、) nsnelY oamaν ue 

9 March 
obscrved Ilrr seal M A vrr 

2008 

vrrr 23 March 2008 observcd sea lion M A 

29 March 
】geardanlage U U U rx 

2008 

25 April 
observed and 

X 2008・10
fishclY damage 

fllr seal U A 
May2008 

23 April 2002 】!leardallla】ge 

II 24 April 2001 g:ear dallla日e

3 April2003 
observed日nd

III 
日sherydamage 

3 April2003 
obscrved and 

rv 
日sherydamage 

u u u 

u u u 

札口 seal U A 

U U A 

ドRe!erin Fig. 2. U: llnknown. Sea lion: Stellcr sea lion. FlIr seal: Nor1hclll fllr scal. A: adlllt. SA: sllb adlllt. 

， ...ー
ー"

Fig.3. Photographic evidence providing information abollt 

日1日rinel11al11mals. A nOl1hem fllr seal was wilting. Mr 

Narita li.ol11 the cOl11l11l1ni【y01' YakllI110 took this photo-

graph 011 March 9. 2008 in tl1e tOlVn ofYaklll11o (photo 10 

スTable3) 

獲についての情宇Rはなかった。
2008年 3月5日に福島町吉野のlま建制でij'1:獲されたト
ド(個体番号 08501，Table 4. Individual No， 3)はメスでι

分析の結果7歳であり妊娠 していた。総同内容物重量は

2，718.9 gであった。山現餌生物は。摂餌直後とみられる

ヤリイカ Loligobleekeriが最も多く 全尾数は 9尾.総重

量 1，844.3g，王子均外套長 23.1土2，1(S.D.) Cl11. 平均体重

1 93.6:!: 36.8 (S.O.) gであった (Fig.6)。その他.消化の進ん

だヤリイカ l尾分の痕助、および消化の進んだボラ Mugi/

cephallls Cψhah凸!の背栴6.5gが胃内容物仁|寸に残存してい

た。北海道渡島支庁の松前IIIJ問j21は守北日本ヤリイカ個

体jnのミL要漁場となっており (Wi鼠 2006)‘ トドが混獲
されていた底建制の主要漁獲物もヤリイカであった(福

島111]漁協.私信)。さらに 関内谷物中にみられたヤリイ

カは摂餌直後であったことから.本位!休は底建網に侵入

し漁業物を1*食していた可能↑少が高い。
また 2008年 4月4[1に江差町に漂着したトド(他|休帯

号 08502. Table 4， Individual No. 7)は.オスで lIi設であっ

た。

中
小 と め

本調査によって 渡島半島仏l辺海域には冬季にトドと
オットセイ.アザラシ類 および春季にイルカ類が来遊

していることが明らかになった。漁獲物の食害や綱1波断

なとεの漁業被害は守 トドとオットセイによって生じてい

ると推察される。 トドは. 環境省の レッドデータ ブック

で絶滅危倶 11類に指定されてお り(環境省， 2007)， l*ffll 
頭数の適正化。漁業被符軽減，および資源の持続的利m
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一or"_ .戸

Fig. 4. Photographic evidence of a marine mammal~日shely con 

iiict. This is a N0I1hcm I'ur scal feαling on a fish (proba 

bly walleye pollock Th削巴lピ日Iglビachωd正白d，たじC台Y句f

netιMr. Tabata‘a fishcIl11日n‘tookthis photograph ti-om 
a running fishing boat in the town 01' Otobc， in DCCClllbcl 

2007. It was provided by the publishing office of 

Hiyama‘the Hokkaido Regional Govcll1mcnt (photo ID 6‘ 

Table 3) 

Fig.5. Photographic evidence of m日rinemammal-fishelγcon-

tlicl. This photograph shows dalllage to a bOttOlll set 

net. Mr. Nakae‘a fishell11an， took this photo on April 23， 

2002 in the town ofMatsumae (photo ID 1， Table 3) 

Fig.6. The stomach contents of a Steller sea lion obtained /1'om 

the town of Fukushima on March 5‘2008. The total 

weight ofthe stomach was 5.7 kg and its contents weighed 

2.7 kg. Nine spcar squids Lolig口bleekeriwere found 

(mean le時th23.1 cm and mean we凶1t193.6 g)‘immedト

ately after fecding. (Individual No. 3， Tablc 4.) 

について水産庁を中心に取り去11みがされており 科学的

知見の充実 と一般町民の認識向上が必要とされてい

る(ljl~音1\. 2008)。オットセイは 析Ld支の|時1tをifEて.日
本では 1912 年にljh1虎IJHìUli~ lJ~jjìm~取締法施行規則が制定さ

れたi支保;謹動物となっている(水産庁. 2001)。オット

セイのìf~3斐は. 1]本iCiJ$:でしばしば報告されており(清田-

馬場. 1999). 石名坂 (2003)は守 i:tWの改正と問究組織の

設 i置の再検討.科学的判査データに基づく川l'[j，~;i'1川県設省

主nや管理策決定過程の透明性伸一保を提案しているo トド
もオットセイも 同じアシカ科に属する海洋止態系の高次

捕食者であり， 日本への来遊時期lも重なることから.両

者の刑査・研究を進めていくことは.海洋生態系を理解

する-H)Jになると期待される。今後正確な来遊数と来

遊時期の把握.漁業被害被・ 量の算定方法の検討と具休

的数値の算山 被干~:防除対策の検討 として効果的な駆除

方法の開発とその効果の試算.強化網の改良と普及対策

の検討，そして漁業被害の発生機構に閲する研究(海生11m

乳類がどのように綱に近干寄 り f~t を食しているのかを明

らかにし防除に役立てる)が必要である。

謝 辞

調査にご協力し、ただいた以下の方々に径1)札1¥:1し上げる。
50背服敬称111台。

飯田豊(ひやま漁業協同組合)川合 貞之(松前町

役場産業振興課)木村 直人(松前さくらj魚業協同組合).

佐藤正美(松前さくら漁業協同組合代表現(事組合長).高

橋 正士(槍LUl$j部地区;;J(崖技術普及指導所， 当u寺).田

中利明(江差IIIJ漁業者)‘ 中江 勝弘(松市IllT漁業者)

I-~I 川 政徳(江差町漁業者)切片I鳥 義正(福島|町漁業者)

成田慎一(八雲 ~IJ 役場農業委員会).新山敬一(福島 [1 1]

漁業者).檎山支J"f水産課水産振興課‘平田 昭Ht-(松前

- 80ー



小林ら かえ均二1¥1誌日本海iM'foにおけるiiu生lIili:fUf!.!flJに鱗腕時現の11¥現とi.((l，m彼;長

Table 4. List of by-catch and stranding records 01' Steller sea lions and other ll1arine ll1ammals obtained during Februmy-March 2008. The 
information includcs individual number， place (town namc)， location， date， species‘sex， age c1ass、status(by司catch/stranding).
remarks (the results ofsample analysis) and the inlnrmer. 

Individual 
No. 

Infe1ll11el 

2 

3*(08501) 

4 

5 

6 

7*(08502) 

Place Loc日tJonミ*

KlImaishi， 
(a) 

Yakumo 

Yoshi-no， 
(b) 

FlIkllshima 

Yoshi-no， 
(c) 

FlIkllshim日

Kamome 
(d) 

Island. Esashi 

Cape Hikata 
(e) 

Domari‘Esashi 

Oyama‘Esashi (1) 

Oyama， Esashi (g) 

Date 

27 FebrllaJY 
2008 

Species 
Q
M
 

Q
u
 a

)

 

!

?

 

c
E
ν
 

ρ
L
q
u
 

げ
包

/
4

、

A
 x
 

p

、内、JV Statlls Remarks 

sea lion U strandin!! Yakllmo town A 

3 March 2008 sea lion M 

111]水産試験研究センター).平出 賢治(松IfIj111]漁業者)

宮本 正夫(渡島西部地区水産技術普及指導TYi'.現，檎

山間部地区水産技術普及指導所).村 k 修(正l差IU]役場

必業探興課水産係)。八雲IIITHq_1総合支所産業諜海洋深層

水推進室。 昔日一1 IJt~ì羊(松Htjlfl!漁業者)守 古FII {I善策(松市1

IIITi.(U.、業者)。

本調査のー古1¥は 独立行政法人ノlく産総合研究センター
による水産li'委託事業「国際'よti})j[調査等tftJ:lli対策事業j

のトド資抑制貨による。独立行政起訟、人北J海毎道水産総合!研0冴f 
究セン夕一北i海i毎『道R医:水瑳h附)万f究;所?肝;のLL川L

3託!3主tにlド際;努fし多くのf使吏重宣宜Lを|限閃叉苅|つていただいた。記 して御礼IP
LJ'.げる。
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